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事業紹介

スマートライフBG※

売上高

スマートアプライアンス

＆ソリューション

テレビシステム

エネルギー

ソリューション

住宅用

テレビ

1

2

3

白物家電

オーディオ

産業用

スマートライフ事業戦略

冷蔵庫

ヘルシオホットクック 空気清浄機

エアコン

洗濯機

サーキュレーター

掃除機

ヘアケア

有機ELテレビ mini LEDテレビ サウンドバー サウンドパートナー

太陽光発電システム 蓄電池システム 太陽光発電設備建設

トースター

COCORO KITCHEN

COCORO WASH

COCORO AIR

COCORO VOICE

COCORO VISION

COCORO ENERGY

COCORO POWER

※ ビジネスグループ

6,４４０ 億円
❶

❷

❸

FY2024

海外売上比率： 50%



あなたの明日を、もっとあなたらしく、ワクワクする日々に

スマートライフBG VISION



全体戦略
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全体戦略

3つの重点取り組みを推進し、“SHARP”ブランドをグローバルに拡大

スマートライフ事業戦略

➀ AIoT事業の拡大 ➁ 新たな需要を創造する商品の創出

➂ ブランディングの強化

TVCMSNS/WEB広告展示会 交通広告

COCORO KITCHENCOCORO WASHCOCORO AIR

COCORO VOICE COCORO VISION COCORO ENERGY
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全体戦略 ① AIoT事業の拡大 - グループシナジー創出

家電とAIサービスが暮らしの悩みに寄り添い、“ココロの晴れた暮らし”をいつでもサポート

AI搭載のHEMSが家電・太陽光発電・蓄電池と連携し“カーボンニュートラル”に貢献するとともにDRに対応

COCORO KITCHENCOCORO WASH

COCORO AIR COCORO VOICE COCORO VISION
HEMSサービス

生成AIを活用し、お客様の暮らしをトータルサポート

スマートライフ事業戦略

電力会社

DR要請

制御
（省エネ/DR応答）

AIが効率的なエネルギー使用を自動でコントロール。さらに、デマンドレスポンス（DR）に対応することで社会にも寄り添う

蓄電池

太陽光発電

AI



8Copyright © All rights reserved, SHARP CORPORATION

FY２０２７

全体戦略 ① AIoT事業の拡大 - 取り組みのロードマップ

FY2025より生成AI対応商品を順次投入するとともに、

独自の顧客データを活用したAIサービスを立ち上げ、商品とサービスの両面でAIoT事業を拡大

～FY２０２４ FY2026 KPIFY２０２５

✓ 統合顧客データ×生成AI

で、顧客最適化ソリュー

ションを商品毎に提供

サービス
商品別

IoTサービスを
展開

商品別AIサービス
の展開

✓ COCORO HOMEアプリに

暮らし全体をサポートする独自AI

サービスを導入

✓ AIサービスの付加価値向上・有償化を進め、

事業を拡大

データ
基盤

商品別に分断していた

顧客データを統合

AIoT
家電

累計出荷

1,000万台

突破

ヘルシオ ドラム洗 エアコン テレビ

✓ 冷蔵庫・ホットクック・

空気清浄機・HEMS 等

順次、全AIoT家電に拡大

✓ 生成AI活用でUIをシンプル化

✓ インテリアに溶け込むデザイン
でさらに心地よい暮らしを提案

“New UI Design”

開始

生成AI対応商品を投入

AIサービス事業
の本格展開

分析を高度化

スマートライフAIサービス
の導入

有償プラン
利用率

AIサービス
利用者数

AIoT家電
累計出荷台数

COCORO 
MEMBERS

会員数

1,４５０万台 以上

1,3００万人 以上

４００万人 以上

5% 以上

スマートライフ事業戦略
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全体戦略 ① AIoT事業の拡大 - サービス展開・ユーザー接点強化

商品横断で蓄積した顧客データを活用し、ユーザーの生活をトータルサポート。

“次は”・“次も”シャープ製品を購入したくなる仕組みを構築

FY２０２７～FY２０２４ FY2026FY２０２５

✓ 統合顧客データ×生成AIで、

顧客最適化ソリューションを

商品毎に提供

サービス
商品別

IoTサービスを
展開

商品別AIサービス
の展開

✓ COCORO HOMEアプリに

暮らし全体をサポートする独自AI

サービスを導入

✓ AIサービスの付加価値向上・有償化を進め、

事業を拡大

データ
基盤

分析を高度化

⚫ COCORO HOMEアプリが家電の遠隔操作、電力使用量の

確認、レシピ検索などスポットで暮らしをサポート

⚫ ご購入製品にまつわるお役立ち情報の発信

これまで これから

✓ 生成AIを活用した流暢な会話を通じ、暮らしの悩みの把握を強化

✓ 災害時は家電が防災情報を発話し、迅速な避難・救出を支援

✓ 会話内容・家電使用履歴を買い替え後の機器にも引継ぎ可

スマートライフ事業戦略

ユーザー接点

強化

サービス

拡充

⚫ COCORO VOICEで家電を好みの声色に変更

⚫ 会話・家電使用履歴は買い替え後の機器に引き継ぎ不可

✓ サービス拡張により接触時間を伸長させるとともに顧客理解を加速

✓ 家電使用履歴を基に統合顧客データを分析し、個々の課題や好みを特

定。最適な製品を提案し、故障予測や診断により適切なタイミングで買

い替えを促す

AIサービス事業
の本格展開

スマートライフAIサービス
の導入

商品別に分断していた

顧客データを統合
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全体戦略 ① AIoT事業の拡大 - 生成AI対応商品の投入

生成AI
対応商品

FY2026FY２０２５

⚫ 調理家電の利用に際する困りごとや

下ごしらえ中の悩みをサポート

ヘルシオ ドラム式洗濯機 エアコン

⚫ 天気・気温・湿度などを考慮した最適運転は勿論

生活の困り事を伝えるだけで解決まで誘導

テレビ

⚫ 一方的な視聴から、「インタラクティブ」な

対話型エンターテインメントを提供

全
A
I
o
T
家
電
に
展
開
予
定

ユーザーの
悩みや意図

SHARP
独自情報

スマートライフ事業戦略

商品別
AI

サービス

2025年6月発売

猫のぬいぐるみ

が汚れちゃった

最近寝起きが

寒いわ

おうちで洗えるよ

どんな素材？

起床時間は室温を

高めにするね

生成AIが一人ひとりの暮らしに寄り添い、見守り、解決策を一緒に考えることで

スマートライフを支えるもうひとりの家族のような存在に

AI

AI
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全体戦略 ② 新たな需要を創造する商品の創出 スマートライフ事業戦略

2025年～2027年２０２４年～２０２５年

低騒音化

スティック掃除機

アイススラリー冷蔵庫

生理用ナプキンIoT

ディスペンサー

タンデム型

ペロブスカイト太陽電池

ドロワー式食洗機

消費電力低減テレビ
26年度省エネ目標基準値100％達成

業務用マイクロウェーブ
スチームコンベクション
オーブン

水循環型洗濯システム

高速オーブン

従来比1/3の調理時間

お店で焼きたて

独自の技術で25%低下

過冷却技術で暑熱対策

お困りごとを解決

省エネ目標前倒し

目標 25％節水

目標 90％節水

高効率化

短波長光
長波長光

“他社がまねするような商品をつくれ”

創業者の想いを受け継ぎながら人々の日常を見つめ、需要創造商品を生み出し続ける

ASEAN
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写真②

全体戦略 ③ ブランディングの強化

独自性と技術力を兼ね備え、”あなたらしい暮らし”を実現するブランドとして

グローバルでの認知・顧客ロイヤリティを向上

日本

ASEAN

米州

⚫ 高いブランド認知度を保有

⚫ 想起率の維持・向上には一定

規模のマス広告掲載が不可欠

スマートライフ事業戦略

環境・課題認識

⚫ インドネシアを中心に高い認知・

好感度を保有

⚫ 10-20代の若年層の認知度は

他年代に劣後

⚫ TV・電子レンジブランドとして

認知度を保有

⚫ 拡大を目指すMDA※領域は新規

参入となり、認知獲得が急務

重点取り組み

✓ TVCM・交通広告の積極活用を再開し、各商品カテゴリにおける

ブランド想起率を向上

✓ 美容事業を中心にSNS・インフルエンサー活用を継続強化

✓ 店頭実演、ヘルシオカフェなど“お客様の体験機会”を拡大

✓ 富裕層・中間所得層に向けた高付加価値商品のマス広告・SNS

発信を強化し、“ハイエンド”なブランドイメージを定着

✓ キャラクターIPとのコラボレーションにより若年層の認知拡大

✓ 若年層中心に“Plasmacluster”ブランドの浸透を強化

✓ 見本市・専門誌を通じた建築・施工業者へのリーチとデジタル

媒体を介した購買層へのリーチを両輪で展開しプレゼンス拡大

✓ TV-OSプラットフォーマーとの共同プロモーションにより

“SHARP”ブランドの露出を拡大

FY27

1.8倍

(FY24比)

投資額

FY27

1.5倍

(FY24比)

FY27

5.5倍

(FY24比)

空気清浄機

大容量の“Side by Side”

SNSの積極活用

空気清浄機×浜辺美波さん テレビ/ソーラー×志尊淳さん

※ Major Domestic Appliances: 冷蔵庫、大型オーブン、食器洗浄機、エアコン、洗濯機など大物白物家電

大規模展示会への出展

若年層への発信強化



個別事業戦略
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個別事業戦略 - サマリー スマートライフ事業戦略

⚫ 国内トップブランドの堅持・拡大

⚫ MIFを活用したデータビジネスの拡大

⚫ 生産体制の見直し/ODMの有効活用

⚫ ASEAN・米州・中近東アフリカの重点強化

⚫ 国内事業の高付加価値化/シェア拡大 [空気清浄機] トップブランドを堅持 [他] ３位以内を目指す

⚫ 美容・ヘルスケア事業/B2B事業の強化

⚫ 特長ハード×電力ソリューションによる国内住宅用事業の強化

⚫ 通信衛星市場の成長を背景とした宇宙用太陽電池事業の拡大

⚫ 蓄電所EPC※事業の強化・アジア事業の収益改善

スマートアプライアンス

＆ソリューション

テレビシステム

エネルギーソリューション

戦略の方向性

①

➁

➂

※ Engineering（設計）、Procurement（機材調達）、 Construction（建設工事）の3つの事業を一括で請け負うビジネス
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所得水準の上昇 及び 環境意識の高まりを受けた高付加価値製品へのシフトを着実に取り込み、

ASEAN市場の成長率を上回る事業成長を実現

個別事業戦略 ① スマートアプライアンス＆ソリューション事業 - ASEAN スマートライフ事業戦略

市場環境

⚫ 中国国内消費が低調な中国メーカー

がASEANの低価格ゾーンに進出

⚫ 米国関税影響による経済成長鈍化

リスク

⚫ 年率5%程の継続的な経済成長

⚫ 生産年齢人口の増加

⚫ 電力不足に起因する省エネ家電

ニーズの高まり

⚫ 家電普及率の低い国・カテゴリに

おける高い伸びしろ

培ってきた事業基盤KPI

売上高CAGR(FY24→FY27) +７% 以上

販売

生産

開発

重点取り組み

⚫ 地域に根付いた販売・サービス網

‐販売会社が6カ国に所在
（インドネシア/シンガポール/タイ/フィリピン/ベトナム/

マレーシア）

⚫ タイ・インドネシアに中核工場を保有

‐低ボリューム・低価格製品はOEMを活用し、

高付加価値製品の生産に集中

⚫ 各国・地域の文化、価値観、宗教に即した

ローカルフィット商品のスピーディな開発体制

⚫ Quality of Lifeを実現する要素技術の蓄積

✓ 高付加価値製品の生産能力を順次増強

✓ 高機能と省エネ性能を併せもつ

高付加価値製品の開発を加速

[冷蔵庫] 温湿度自動制御

[洗濯機]   節水

[エアコン] 除菌・消臭

✓ 若年層向けプロモーション強化

✓ ベトナム北部(空白地域)のチャネル開拓強化

✓ B2B用途の販売を拡大

＋ 省エネ

大型冷蔵庫 ドラム式洗濯機 インバーター搭載エアコン

機会

チャレンジ
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個別事業戦略 ① スマートアプライアンス＆ソリューション事業 - インドネシア スマートライフ事業戦略

長年培ってきた競争優位性をベースに、

事業の高付加価値化・ブランド力強化に取り組み、さらなる事業機会の獲得を目指す

事業機会

富裕層・中間層の拡大による“単価上昇” 家電普及率の拡大による“台数増”

48％

冷蔵庫

培ってきた競争優位性

2019年⇒2030年で約倍増(ASEAN地域) 2.8億人(世界4位)

洗濯機 エアコン

55％

25％

ブランド

プレゼンス

現地生産体制

サービス体制

富裕/中間層世帯数 人口 家電普及率

⚫ カラワン地域に家電事業の中核工場が存在
（インドネシア政府の現地品優先政策も追い風）

⚫ 主要4カテゴリーでシェアNo.1(冷蔵庫・洗濯機・エアコン・レンジ)

⚫ 複数の商品カテゴリーでTop Brand Awardを受賞

⚫ 島々に行き届いた充実したサービス網 計４９８拠点

⚫ 商品の高付加価値化（大型化・高機能化・ローカルフィット）

⚫ 若年層を中心としたブランディングの強化

⚫ 旺盛な需要に対応した工場生産能力の増強

（当社調べ）
薄型TV

７0％

重点取り組み
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個別事業戦略 ① スマートアプライアンス＆ソリューション事業 - 米州

強みであるドロワーレンジを核とした商品展開 と 販売チャネルの拡大により、市場プレゼンスを強化

他社協業及びサプライチェーンの再構築を進め関税リスクを低減

スマートライフ事業戦略

商品力の強化・カテゴリーの拡大

販売チャネルの拡大

市場環境

⚫ 厳しい競争環境

⚫ 米国関税への対策

⚫ 関税影響を背景とした経済の減速

懸念

⚫ 世界最大の経済圏。多様な消費者

ニーズや高い購買力がある

⚫ 当社の展開カテゴリー/地域は限定

的であり、多くの空白市場が存在

KPI

売上高CAGR(FY24→FY27) +２0% 以上 ⚫ ナショナルアカウント及び

東海岸中心の販売網

⚫ 西海岸チャネルの重点強化
- 西部特化開拓営業を配置し、当該地域バイインググループ※開拓強化現状

現状

⚫ ドロワーレンジで強い市場ポジション

‐ SHARPブランドでの展開に加え、技術力を

活かし10社超のキッチンメーカーと協業中

⚫ ３倍スピードの高速オーブンを皮切り

にオーブン市場に参入し高い評価

⚫ MDAに本格参入し、ブランドを確立

⚫ 特長商品の継続投入、組合せによりキッチンパッケージを強化

⚫ AIoT対応家電を拡大

ドロワーレンジ 大型オーブン 食洗機 冷蔵庫

+

本格参入

ビルトインキッチン

サプライチェーンの再構築

⚫ 脱中国生産による関税リスクの低減（現地生産工場の活用、低関税国への生産移管推進）

⚫ ODM活用によるラインアップ拡充

※ 特定の地域に限定して、企業が商品を共同購入

機会

チャレンジ

×
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市場環境

個別事業戦略 ① スマートアプライアンス＆ソリューション事業 - 中近東/アフリカ

現地企業との協業を有効に活用し、リスクを抑制しつつブランドプレゼンスを拡大することで、

スピード感をもって、将来の大きな成長機会獲得に向けた基盤を構築

スマートライフ事業戦略

※ Semi Knock Down

機会

チャレンジ

⚫ 地政学リスクの高さ

⚫ 国や地域ごとに異なる関税障壁

⚫ 文化的多様性、経済や市場成熟度

の違いによるニーズの細分化

⚫ 天然資源保有を背景とした

高い経済成長・家電普及率の拡大

⚫ 若年人口が多く、ブランド定着及び

長期的支持の可能性

⚫ インフラ整備の進展により、物流や

販売網が拡大

他社との協業

⚫ 様々な協力会社と連携し、６６カ国に販売網を拡大

⚫ 将来的にエルアラビ社と販売面での連携も強化

自社の強み

グローバルでのブランド力 及び 高い企画・開発力

×

生産

販売/

サービス

⚫ エルアラビ社(エジプト)との戦略的協業

✓ 家電製品の製造・販売における、当該地域でのリーディング

カンパニー

✓ 現在5カテゴリーでシャープブランドの製品の生産・販売を担う

✓ 2024年7月、冷蔵庫の生産を担う合弁会社設立について合意。

FTA域内関税ゼロのアフリカ諸国への輸出拠点として活用

⚫ 加えて、複数のOEM/SKD※先と提携

✓ FTAの活用や現地生産の推進(SKD※)

により関税に対応

✓ 多様な生活様式に合った商品を展開

[冷蔵庫]

不安定な電力状況に対応、

停電対応として蓄冷材の搭載

[冷凍庫]

長期保存に適した‐24℃以下の冷凍庫、

製氷特化モデル

[洗濯機]

小型・大型 20kg(日本では12kgまで)

二槽洗・全自洗・ドラム洗

[エアコン]

高温対応モデル、AC・インバーター

KPI

売上高CAGR(FY24→FY27) +10% 以上
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個別事業戦略 ② テレビシステム事業 スマートライフ事業戦略

国内では、日本メーカーとして市場を牽引し、トップブランドを堅持。

海外では、重点国に集中しつつ、他社協業を有効に活用し、 “SHARP”ブランドをグローバルに拡大

海外国内

機会

販売・

サービス

開発

・生産

横ばいと想定されるも、大画面/高画質音質需要は今後も拡大

重
点
取
り
組
み

市
場
環
境 チャレンジ

各地域において緩やかに拡大。大画面化（平均サイズアップ）が進展

中国メーカーの勢力拡大

⚫ マレーシアのテレビ工場及びオーディオ工場における生産を終息

⚫ ODMの活用 及び 設計の共通化 を進め、競争力を強化

✓ 中近東/アフリカでは、エルアラビ社との連携による展開商品の拡充を推進

⚫ リソースを、高いブランドプレゼンスを保有する地域に集中投下

✓ インドネシア・フィリピン・マレーシアを重点強化。ブランド投資を拡大し、

高付加価値モデル（大画面、高画質）へシフト

⚫ 他地域については、OS事業者や現地パートナー企業との協業などにより、

リスクを抑制しつつ販売を拡大

業績見通し(FY24⇒FY27)

売上高
（除:EMS事業)

営業利益

⚫ テレビCMの強化など、これまで抑制していたブランド投資を再拡大し、

ブランドプレゼンスを向上。国内トップブランドを堅持

⚫ これまで蓄積してきたAIoTスマートテレビのMIFを活用した新たなビジネス

モデルの創出に取り組む

⚫ 自社開発・生産によりフラッグシップモデルを強化

✓ 高画質/高音質の追求、AIによる画質音質自動調整、省エネ

⚫ フラッグシップからエントリーまでの全面展開を推進

⚫ 生成AIの活用によるさらなる付加価値の向上を追求

✓ AIとの対話によるインタラクティブな新しいテレビエンターテインメントを提供

業績見通し(FY24⇒FY27)

売上高 営業利益
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個別事業戦略 ③ エネルギーソリューション事業 スマートライフ事業戦略

堅調に拡大する再エネ需要や蓄電池・DR需要を取り込むとともに、

高い技術力や実績を強みに、宇宙用をはじめとした新たな用途展開を加速

市場環境

⚫ 2050年カーボンニュートラルに向けた日本政府

の後押し加え、更に電動化やAI普及により電力需

要が増加する中、太陽光発電の需要が堅調に推移

⚫ 需給バランスの調整機能として蓄電池及びDR※1

の需要が拡大

住宅用太陽光発電

CAGR +5%

住宅用蓄電池

CAGR +１０%

競争

優位性

⚫ これまで蓄積してきた当該事業における信頼と実績

✓ 国内で唯一、JAXA※３に認定、小型月着陸実証機「SLIM」に搭載

⚫ 高い技術力

✓ 化合物・シリコン積層型太陽電池モジュールで世界最高の変換効率
33.66％を達成（２０２３年１０月）

⚫ 衛星のニーズに合わせた幅広いラインアップ

✓ シリコン、化合物、フレキシブル

太陽光発電

システム

蓄電池・DR

重
点
取
り
組
み

⚫ 営業体制の強化・ブランド投資の拡大による新規販路開拓の加速

⚫ 家電・住設機器と太陽光発電システムの連携により、

スマートゼロエナジーホームの実現を目指す

⚫ 大手電力会社・ガス会社と連携し、DR対応蓄電池の販売を拡大

国内住宅用事業の重点強化 宇宙用太陽電池事業の拡大

市場環境

⚫ 衛星打ち上げコストの低下を背景に、

低軌道衛星の打ち上げが拡大

✓ 通信空白地帯での活用やBRM※2として、

衛星インターネットサービスの本格普及が期待

⚫ これにより、宇宙用太陽電池の需要が急拡大

宇宙用太陽電池

CAGR +４８%

※1 Demand Response ： 電力の需要（消費量）と供給（発電量）のバランスを保つことを目的とした取り組み ※2 Business Risk Management ※3 宇宙航空研究開発機構
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業績目標

FY24実績 FY25見通し FY26 FY27目標

6,440

６.0%

営業利益率

売上高

（単位：億円）

6,500
7,020

3.4%

5.4%

事業の高付加価値化 及び グローバル拡大 を推進し、売上・利益のさらなる成長を目指す

スマートライフ事業戦略

【挑戦目標】

7.0％以上



誠意をもって人々の日常を見つめ、

創意をもって新たな体験を提案する




